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三
原
市
の
財
政
状
況
を
報
告
し
ま
す

平成23年度決算に基づく市の財務状況
　民間企業のようなやり方で財務書類を作成し、市の財政を分析する新地方公会計制度に基づ
き、一般会計と特別会計を合わせた“普通会計ベース”と、公営事業会計や関連団体などを含め
た“連結ベース”の財務書類4表を作成しました。

　市が持っている公共施設や基金などの資産がどれくらいあり、負債（借金）と純資産（企業会計
でいう自己資本）をそれぞれいくら使って資産を形成したかを表しています。

※人口は、99,426人（平成24年3月31日現
在）で計算しています。
※（　）内は、平成22年度の数値。

　福祉サービスやごみ収集など行政サービスの提供にかかった費用（経常行政コスト）と、その
サービスの利用料など（経常収益）の状況を表しています。

　１年間に純資産がどのように動いたかを表しています。

　市の現金収入と支出がどのように増減したかを表しています。資金残高は、貸借対照表に現金として計上す
るとともに、翌年度の行政サービスの財源として繰り越されます。

市の保有している資産と負債の比較（貸借対照表）

市民一人あたりの
資産と負債

市民一人あたりの
行政コスト

市の収入と支出の
バランス
（基礎的財政収支）

　市が作成する現在の決算書類は、将
来負担しなければならない金額や過去
につくってきた資産がどれくらいある
のかといった情報が分かりにくいもの
でした。
　企業会計のようなやり方で財務書類
を作成して、市の財政状況を別の角度
から見ようというものです。

新地方公会計制度とは…

行政サービスにかかった費用（行政コスト計算書）

これまでの世代が負担してきた金額の動き（純資産変動計算書）

どのような活動に資金が必要とされ、どう賄ったか（資金収支計算書）

1

その１

その２

その３

2

3

4

 資産 2,344億円 〔 3,064億円〕 負債 714億円 〔 1,094億円〕
市が持っている財産の金額 　借入金（地方債・企業債）など、将来の

世代が負担する金額 【内訳】
公共資産 2,203億円 〔 2,880億円〕
　（道路・公園・学校・庁舎など）
投資等 76億円 〔 89億円〕 純資産 1,630億円 〔 1,970億円〕
　（基金や出資金など） 　これまでの世代が負担してきた金額
流動資産 65億円 〔 95億円〕
　（現金、未収入の税・使用料など）

 経常行政コスト（Ａ） 367億円 〔 720億円〕
 【内訳】

人にかかるコスト （人件費など） 81億円 〔 92億円〕
物にかかるコスト （維持管理費や減価償却費など） 124億円 〔 170億円〕
移転支出的なコスト （社会保障給付や補助金など） 151億円 〔 436億円〕
その他のコスト （地方債の利子など） 11億円 〔 22億円〕

 経常収益（Ｂ） （使用料や分担金など） 17億円 〔 243億円〕
 純経常行政コスト（Ａ−Ｂ） 350億円 〔 477億円〕

 期首（平成22年度末）の純資産残高（Ａ） 1,622億円 〔 1,963億円〕
 変動額（Ｂ）（平成23年4月1日〜平成24年3月31日） 8億円 〔 7億円〕
 【内訳】

純経常行政コスト △ 350億円 〔 △ 477億円〕
その他 （地方税・補助金など） 358億円 〔 484億円〕

 期末（平成23年度末）の純資産残高（Ａ＋Ｂ） 1,630億円 〔 1,970億円〕

 期首（平成22年度末）の資金残高（Ａ） 9億円 〔 82億円〕
 資金増減額（Ｂ）（平成23年4月1日〜平成24年3月31日） 2億円 〔 10億円〕
 【内訳】

経常的収支 （収入と支出の差し引き） 97億円 〔 104億円〕
公共資産整備収支 △ 12億円 〔 △ 16億円〕
投資・財務的収支（借入金返済や貸付金などの差し引き） △ 83億円 〔 △ 78億円〕

 負担の割合変更による差額（Ｃ） − 〔 △ 3億円〕
 期末（平成23年度末）の資金残高（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 11億円 〔 89億円〕

※〔　〕内は、連結ベース。

※〔　〕内は、連結ベース。

※〔　〕内は、連結ベース。

※〔　〕内は、連結ベース。

連 結 ベ ー ス

普 通 会 計 ベ ー ス

・公営企業会計（水道など８会計）
・公営事業会計（国民健康保険など４会計）
・一部事務組合（世羅中央病院企業団など７会計）

・一般会計
・特別会計（港湾事業など４会計）

か ら 分 か る こ と
※全て普通会計ベースのみ記載しています。

住宅用太陽光発電システムの設置費を補助します
補�

助
件
数　

３
０
０
件
程
度（
申

し
込
み
先
着
順
）

補�
助
金
額　
１
kW
当
た
り
３
万
円

（
上
限
15
万
円
）

対�

象　
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住

宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
人
、
ま
た
は
シ
ス
テ

ム
付
き
住
宅
を
購
入
す
る
人

で
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

※
住
宅
は
、
自
宅
兼
店
舗
、
家
主

の
同
意
を
得
た
借
家
を
含
み
ま
す

が
、
集
合
住
宅
は
除
き
ま
す
。

※
申
請
は
一
人
１
回
で
、
一
戸
に

つ
き
１
回
で
す
。

申�

し
込
み　
設
置
工
事
の
７
日
前

ま
で
に
、申
請
書（
提
出
先
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
生
活
環
境

課
へ

4つの財務書類

　①貸借対照表の資産2,344億円と負債714億円を人口で割ると、市民一
人あたりの資産とこれから負担する負債がそれぞれ計算できます。
　一人あたりの資産　236万円　（235万円）
　一人あたりの負債　  72万円　（  74万円）

　②行政コスト計算書の純経常行政コスト350億円を人口で割ると、市民
一人あたりの行政サービスに対する負担額が計算できます。
　行政サービスを受けるために、一人あたり35万円（38万円）を負担して
います。

　④資金収支計算書の期末の資金残高11億円に、地方債の借入と返済の
収支を加味すると、41億円の黒字となりました。
　※平成22年度は、2億円の赤字でした。

問
生
活
環
境
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
９
４

問
財
政
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
２
８
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自
分
の
身
体
を
健
康
診
査
で
知
ろ
う

　
市
で
は
、職
場
な
ど
で
健
康

診
査
を
受
け
る
機
会
の
な
い

人
を
対
象
に
、基
本
健
診
や
が

ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
て
、
生
活
改
善

や
病
気
の
早
期
発
見
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
の
種
類

▼�

基
本
健
診
…
…
20
歳
～
39
歳
の
人
、
40
歳

以
上
の
生
活
保
護
世
帯
の
人
、
75
歳
以
上

の
人
が
受
診
で
き
ま
す
。

▼�

特
定
健
診
…
…
健
康
保
険
に
加
入
す
る
40

歳
～
74
歳
の
人
で
、
受
診
券
の
交
付
を
受

け
た
人
が
受
診
で
き
ま
す
。

▼�

各
種
が
ん
検
診
…
…
年
齢
に
応
じ
て
受
診

で
き
る
項
目
が
違
い
ま
す
。

健
診
の
受
け
方

①
地
域
集
団
健
診（
本
郷・久
井・大
和
地
域
）

と
き・と
こ
ろ　

▼�

７
月
１
日（
月
）・
２
日（
火
）大
和
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー

▼
７
月
３
日（
水
）神
田
公
民
館

▼�

７
月
22
日（
月
）・
23
日（
火
）久
井
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
い
ず
れ
も
８
時
30
分
～
10
時
30
分
。

▼�

８
月
19
日（
月
）９
時
30
分
～
10
時
30
分

　
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

健
診
項
目・料
金　
表
１
の
と
お
り

定
員　
各
２
０
０
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

※
８
月
19
日
の
み
50
人
。

申�

し
込
み　
６
月
７
日（
金
）（
消
印
有
効
）ま

で
に
、
専
用
申
込
書（
11・12
ペ
ー
ジ
に
と

じ
込
み
）を
保
健
福
祉
課
へ

※
三
原・
本
郷
地
域
の　
月
実
施
分
は
広
報

み
は
ら
８
月
号
へ
掲
載
。

②
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診

と�

き　

６
月
１
日（
土
）～
来
年
３
月
31
日

（
月
）

健�

診
項
目・料
金　
表
１
の
と
お
り

実�

施
医
療
機
関　
表
２（
13
ペ
ー
ジ
）の
と
お

り
申�
し
込
み　
受
診
希
望
日
の
７
日
前
ま
で

に
、
直
接
、
各
実
施
医
療
機
関
へ
予
約

※
５
月
13
日（
月
）か
ら
受
付
開
始
。

③
休
日
健
診

と
き　
６
月
～
来
年
３
月
の
月
１
回

※
６
月
＝
６
月
９
日（
日
）、
７
月
＝
７
月
７

日（
日
）。

※
詳
細
は
、
広
報
み
は
ら
６
月
号
へ
掲
載
。

と�

こ
ろ　
三
原
市
医
師
会
病
院（
宮
浦
一
丁

目
）

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
９
時
30
分

健
診
項
目・料
金　
表
１
の
と
お
り

定
員　
各
30
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申�

し
込
み
先　
三
原
市
医
師
会
病
院（
☎
０

８
４
８・67・７
０
３
０
）

健　診　項　目 対　象
（年齢は来年３月末現在） 回　数

料　　金
①地域集団健診 ②③医療機関での

個別健診・休日健診

　基本健診
　（血液検査・内科診察など）

20歳～ 39歳
年度に1回

700円
40歳以上の生活保護世帯 無　料

※事前の手続きが必要。
75歳以上 無　料

　特定健診
　（血液検査・内科診察など） 40歳～ 74歳 年度に1回

国保加入者＝700円　
※国保以外に加入している人は、各保険
者からのお知らせを確認してください。

　Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査
　※健診と同時受診のみ。

40歳以上で今までに受け
たことのない人 生涯に1回 700円 1,100円

　胃がん検診
40歳以上 年度に1回

1,000円 1,700円
◎大腸がん検診 600円
　胸部レントゲン検診 
　（肺がん・結核） 200円
　前立腺がん検診 50歳以上の男性 年度に1回 800円
◎乳がん検診
　（視触診のみ）

20歳～ 39歳の女性 年度に1回

無　料

40歳以上の女性
（元号が奇数年生まれの人）２年に1回◎乳がん検診

　（視触診＋マンモグラフィ）
40歳以上の女性

（元号が偶数年生まれの人）
◎子宮頸がん検診
　（視診、内診、細胞診） 20歳以上の女性 年度に1回

表１　健診項目・料金

本郷・久井・大和地域専用申込書

山折り線

締め切り ６月7日（金）消印有効

14
2

42

平
成
25
年
6月
7日

ま
で（
切
手
不
要
）

本郷・久井・大和地域集団健診　専用申込書
三
原
郵
便
局

●今回のお知らせは、本郷・久井・大和地域で行う集団健診のお知らせです。
　10ページの日程を確認し、下の申込書を切り取り、必要事項を記入し申
し込んでください。

※10月に三原・本郷地域で行う集団健診のお知らせは、広報みはら８月号
に掲載します。
●集団健診は予約制です。当日受け付けはできません。なお、各会場とも
定員になり次第、受け付けを締め切ります。

●申し込みをした人には、問診票など受診に必要な物を、受診日の10日前
ごろに送付します。

切
り
取
り
線

切り取り線

◎国が指定する対象者には、無料クーポン券が交付されます（5月末発送予定）。
※70歳以上の人は、肝炎ウイルス検査と各種がん検診が無料です。
※生活保護世帯の人は全ての健診料金が、市民税非課税世帯の人はＢ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査と各種がん検診の料金が
免除となります。事前に印鑑を持って、各保健福祉センターへ申請してください。

11

10

問
保
健
福
祉
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
３
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地域集団健診 専用申込書

歳

歳

歳

受けたい項目に○を付けてください

受けたい項目に○を付けてください

受けたい項目に○を付けてください

希望日・希望会場は必ず記入してください。
いずれの会場も申し込み先着順です。

申し込みに際し、個人情報は健診関係のみに使用することを同意の上、次のとおり申し込みます。

申し込みに際し、個人情報は健診関係のみに使用することを同意の上、次のとおり申し込みます。

67

医　療　機　関　名
電話番号

（予約先）

基

本

健

診

特

定

健

診

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

胃

が

ん

検

診

大
腸
が
ん
検
診

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

（
肺
が
ん・結
核
）

前
立
腺
が
ん
検
診

乳

が

ん

検

診

（
視
触
診
＋
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

子
宮
頸
が
ん
検
診

（
視
診
、
内
診
、
細
胞
診
）

三原地域

あ行
あさだ内科 0848・61・5688 ○ ○ ○ ○ ○
石根内科循環器科医院 0848・60・2050 ○ ○ ○ ○ ○
小園内科・循環器科 0848・62・7525 ○ ○ ○ ○ ○ ○
おばたクリニック 0848・62・1313 ○ ○ ○

か行

かじやま内科循環器科 0848・61・3180 ○ ○ ○ ○ ○ ○
川西医院 0848・63・4887 ○ ○ ○ ○ ○
木曽胃腸科内科 0848・81・0311 ○ ○ ○ ○ ○
興生総合病院 0848・63・5512 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
こだま泌尿器科クリニック 0848・62・5153 ○

さ行

阪田医院 0848・69・0003 ○ ○ ○ ○ ○ ○
坂田外科・肛門科 0848・63・5555 ○ ○ ○ ○ ○
さんさん内科クリニック 0848・61・3171 ○ ○ ○ ○ ○
柴田産婦人科皮膚科 0848・62・2525 ○ ○
すずき内科胃腸科クリニック 0848・62・9907 ○ ○ ○ ○ ○
須波宗斉会病院 0848・69・1888 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

た行

武井胃腸科内科 0848・62・3844 ○ ○ ○ ○ ○
ツネトウ胃腸科・外科 0848・67・0613 ○ ○ ○ ○ ○
つぼい医院 0848・62・6767 ○ ○ ○ ○
寺田外科クリニック 0848・81・0510 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
得能クリニック 0848・67・7711 ○ ○ ○ ○ ○ ○
戸谷整形外科医院 0848・67・1622 ○ ○ ○ ○
土肥病院 0848・64・1212 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

な行
中林整形外科 0848・62・2613 ○ ○ ○
なぎさ医院 0848・61・5551 ○ ○ ○ ○ ○
なんばレディースクリニック 0848・62・7375 ○ ○

は行
初鹿内科医院分院 0848・62・6482 ○ ○ ○ ○ ○
初鹿内科胃腸科医院 0848・62・5571 ○ ○ ○ ○ ○
平川皮膚泌尿器科医院 0848・63・7795 ○

ま行

松尾内科病院 0848・63・5088 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
松下クリニック 0848・62・2493 ○ ○ ○ ○
三菱三原病院 0848・62・7471 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
三原市医師会病院 0848・67・7030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 月１回
三原赤十字病院 0848・64・8111 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月まで
みやもり医院 0848・67・9655 ○ ○ ○ ○ ○ ○

や行 山田記念病院 0848・67・4767 ○ ○ ○

本郷地域
いしねファミリークリニック 0848・60・6555 ○ ○ ○ ○ ○ ○
木下内科医院 0848・86・3706 ○ ○ ○ ○ ○
堀内医院 0848・86・2028 ○ ○ ○ ○ ○
本郷中央病院 0848・86・6791 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

久井地域 公立くい診療所 0847・32・6111 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大和地域
大和診療所 0847・34・0034 ○ ○ ○ ○ ○
田坂医院 0847・33・0567 ○ ○ ○ ○
田原クリニック 0847・33・0480 ○ ○ ○ ○ ○
白龍湖病院 0847・34・1218 ○

世羅町 公立世羅中央病院 0847・22・1127 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
尾道市 公立みつぎ総合病院 0848・76・1111 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

表２　実施医療機関
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